


















要約 生後 16 週までの乳児とその母親 33 名を三群にわけて三種類の実験［1)単純母子分

離場面実験、2)母親・ストレンジャーすれ違い場面実験、3)母親+ストレンジャー場面実験]

を行ない、それぞれの場面における乳児の「泣き」と「笑い」の出現頻度と持続時間を微

視分析し、サーモグラフィで計測される額部皮膚温度低下(ストレスの指標として)の結果

と併せて考察することで、乳児に於ける特定のヒト(本研究では母親)への早期愛着を検討

した。その結果、2-4か月の早期から乳児は母親を安全基地としていることがうかがわれ、

早期の母親への愛着が示唆された。 


